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福
祉
セ
ン
タ
ー
閉
館
日　
さ
や
ま
荘
／
９
日
㈰
・
20
日
㈷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
つ
き
荘
／
８
日
㈯
・
９
日
㈰
・
20
日
㈷
・
22
日
㈯
・
23
日
㈰
・
30
日
㈰

【
①
エ
ン
ジ
ョ
イ
レ
ク
】

と
き　
５
月
20
日
～
令
和
８
年
３
月
３

日
の
第
１
・
第
３
火
曜
日（
全
20
回
）午

後
１
時
30
分
～
２
時
30
分　

対
象　
市

内
に
住
ん
で
い
る
60
歳
以
上
で
初
め
て

参
加
す
る
人　

内
容
　
ス
ト
レ
ッ
チ
と

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
と
し
た
健

康
運
動
教
室　

定
員
　

20
人（
多
数
の

場
合
は
抽
選
）　

※
既
参
加
者
は
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
教
室「
エ
ン
ジ
ョ
イ
プ
ラ

ス
」に
参
加
し
て
く
だ
さ
い

【
②
エ
ン
ジ
ョ
イ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
】

と
き　
５
月
12
日
～
令
和
８
年
３
月
９

日
の
第
２
・
第
４
月
曜
日
・
10
月
６
日

㈪
・
11
月
17
日
㈪
・
令
和
８
年
１
月
19

日
㈪
・
２
月
16
日
㈪（
８
月
11
日
・10
月

13
日
・
11
月
24
日
・
令
和
８
年
１
月
12

日
・２
月
23
日
を
除
く
。
全
20
回
）午
前

10
時
45
分
～
11
時
45
分　

対
象
　
市
内

に
住
ん
で
い
る
60
歳
以
上
の
男
性　

内

容
　
ス
ト
レ
ッ
チ
と
筋
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
中
心
と
し
た
健
康
運
動
教
室

定
員
　

20
人（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

と
こ
ろ
　
①
②
さ
や
ま
荘
・大
広
間
　
参 

加
費
　
３
０
０
０
円　

申
し
込
み
　
①

②
21
日
㈮
ま
で（
土
・日
曜
日
、
祝
日
な

ど
休
日
を
除
く
）に
さ
や
ま
荘
へ
直
接

問
い
合
わ
せ　
さ
や
ま
荘
☎
３
６
６
―

２
０
２
２

さ
や
ま
荘
健
康
運
動
教
室

～
元
気
に
楽
し
く
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
～

とき 内容・講師

５月15日㈭ イスラエルのアラブ人市民からみたパレスチナ・イスラエル紛争
菅瀬晶子さん／国立民族学博物館准教授

６月19日㈭ 狭山北条藩陣屋跡地～廃藩置県後の変遷～
山村茂樹さん／郷土研究者

７月17日㈭ 大阪が育んだ「昭和ブギウギ」～服部良一と笠置シズ子～
輪島裕介さん／大阪大学大学院人文学研究科教授

９月18日㈭ 寺社勢力から探る戦国期の南河内
市教育委員会事務局職員

10月16日㈭ 眼の健康について
小池英子さん／小池眼科院長

11月21日㈮ 豊臣大坂城 vs徳川大坂城
宮本裕次さん／大阪城天守閣館長

12月19日㈮ 反転する井伊直弼～マッカーサーと大河ドラマのつながり～
石川肇さん／京都日本文化資源研究所所長

令和８年
１月15日㈭

「新選組外伝」新選組から幕末維新
木村幸比古さん／京都霊山歴史館学術アドバイザー

２月19日㈭ 手塚治虫に現代の多様性を学ぶ
立花晃さん／大和大学社会学部准教授

３月12日㈭ 関西鉄道150年の歴史
吉村昌之さん／元大手前大学非常勤講師

令
和
７
年
度
熟
年
大
学
一
般
教
養
公
開
講
座

と
き・内
容　
左
表
の
と
お
り
。
午
後
２ 

時
～
４
時（
全
10
回
）　
と
こ
ろ　
Ｓ
Ａ

Ｙ
Ａ
Ｋ
Ａ
ホ
ー
ル
・大
ホ
ー
ル　
受
講
料

５
０
０
０
円　
定
員　
２
５
０
人（
先
着

順
）　
申
し
込
み　
１
日
㈯
～
25
日
㈫
に

市
役
所
高
齢
者
福
祉
グ
ル
ー
プ
、
市
立

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
Ｓ
Ａ
Ｙ
Ａ

Ｋ
Ａ
ホ
ー
ル
、市
立
公
民
館
、総
合
体
育

館
、
市
役
所
南
館
で
配
布
す
る
募
集
要

項
を
確
認
し
、
添
付
の
郵
便
払
込
取
扱

票
で
郵
便
局
か
ら
振
り
込
み　
※
直
接
は

不
可

問
い
合
わ
せ　
熟
年
い
き
い
き
事
業
実

行
委
員
会
事
務
局
☎
３
６
６
―

８
８
９
９ 

風
呂
の
日

と
き　
26
日
㈬
午
前
11
時
～
午
後
４
時（
午
後
３
時
30
分
ま
で
受
け
付
け
）

と
こ
ろ
　
さ
や
ま
荘　

※
風
呂
の
日
以
外
は
入
浴
料
１
０
０
円
が
必
要
で
す

問
い
合
わ
せ　
さ
や
ま
荘
☎
３
６
６
―

２
０
２
２
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遠
藤
妙
子
さ
ん

（
89
歳
・
大
野
台
）

花か

鳥
ち
ょ
う

諷ふ
う

詠え
い

の
心
で
四
季
折
々
の
自
然

と
親
し
み
な
が
ら
俳
句
を
詠
ん
で
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
気
を
つ

け
な
が
ら
、
意
欲
的
に
活
動
し
ま
す
。

326

　

故
郷
の
徳
島
や
東
京
で
の
生
活
を
経
て
、
大
阪
狭
山
市
に
は
50
年
近
く

住
ん
で
い
る
と
い
う
遠
藤
妙
子
さ
ん
。

　
「
子
育
て
を
し
な
が
ら
近
畿
大
学
の
図
書
館
に
勤
め
、
開
館
し
た
ば
か

り
の
市
立
図
書
館
か
ら
委
嘱
を
受
け
て
、
手
づ
く
り
の
絵
本
で
子
ど
も
た

ち
に
お
話
し
会
を
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
の
子
ど
も
た
ち
は
も
う
40
～
50

歳
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。
息
子
や
娘
が
小
さ
か
っ
た
こ
ろ
は
、
野
菜
を
主

人
公
に
し
た
自
作
の
童
話
を
作
成
し
、
寝
る
と
き
に
読
み
聞
か
せ
て
い
ま

し
た
。
昔
か
ら
、
物
事
を
始
め
た
ら
熱
中
す
る
こ
と
が
多
く
、
定
年
後
、

何
か
新
し
い
趣
味
を
始
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
と
き
に
縁
が
あ
り
、
68
歳

で
俳
句
に
出
会
い
ま
し
た
」

　

旅
行
先
や
散
歩
中
に
出
会
っ
た
風
景
な
ど
か
ら
着
想
を
得
て
、
俳
句
を

詠
ん
で
い
ま
す
。
20
年
近
く
続
け
て
い
る
俳
句
の
魅
力
を
聞
く
と
、

「
花
鳥
諷
詠
の
心
で
四
季
折
々
の
自
然
と
親
し
み
な
が
ら
俳
句
を
詠
ん
で

い
ま
す
。
俳
句
を
通
じ
て
、
多
く
の
仲
間
と
出
会
い
、
人
と
の
つ
な
が
り

を
感
じ
ら
れ
る
こ
と
も
大
き
な
魅
力
で
す
」

　

俳
句
仲
間
の
中
で
最
年
長
に
な
っ
た
と
い
う
遠
藤
さ
ん
の
健
康
の
秘
訣
は
、

「
月
に
一
回
の
俳
句
と
週
に
一
回
の
デ
イ
ケ
ア
で
の
運
動
が
健
康
の
秘
訣

で
す
。
散
歩
中
に
見
つ
け
た
花
や
風
景
か
ら
俳
句
を
詠
む
際
に
、
辞
書
を

引
く
こ
と
で
、
物
忘
れ
予
防
に
も
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
孫

が
住
ん
で
い
る
北
海
道
を
訪
れ
て
、
流
氷
な
ど
の
大
自
然
を
楽
し
む
こ
と

も
あ
り
、
大
阪
狭
山
市
で
一
番
多
く
北
海
道
に
行
っ
て

い
る
の
は
私
か
も
し
れ
ま
せ
ん（
笑
）。
病
院
の
先
生
か

ら『
こ
の
年
齢
で
こ
ん
な
に
も
丈
夫
な
足
腰
は
見
た
こ

と
が
な
い
』と
言
わ
れ
る
ほ
ど
元
気
で
、
息
子
や
娘
た

ち
も
私
を
施
設
に
入
れ
よ
う
と
は
し
ま
せ
ん（
笑
）」

　

遠
藤
さ
ん
の
今
後
の
展
望
は
明
る
い
で
す
。

　
「
遠
方
の
子
や
孫
た
ち
に
会
え
る
こ
と
も
生
き
が
い

な
の
で
、
正
月
な
ど
に
私
の
家
に
集
ま
っ
て
き
て
く
れ

る
の
が
楽
し
み
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
気
を
つ
け

な
が
ら
、
散
歩
や
旅
先
で
俳
句
を
詠
み
続
け
た
い
で
す
」

　

最
後
に
、
令
和
６
年
７
月
発
行
の「
俳
句
誌『
獅し

林り
ん

』」

の
巻
頭
に
掲
載
さ
れ
、
今
後
の
俳
句
活
動
の
原
動
力
に

な
っ
た
と
い
う
一
句
を
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
「
ふ
る
里
へ　

乗
っ
て
行
く
か
と　

春
の
雲
」

シルバー人材センター会員募集

　シルバー人材センターは、高齢者の生きがいづくりや健康の保持・
推進、また、豊富な知識や経験を生かした地域社会の発展などを目
的に、高齢者の就業機会の提供に取り組む団体です。
　大阪狭山市シルバー人材センターでは、市道のボランティア清掃
や、金剛駅、大阪狭山市駅、大型店舗などでの普及啓発活動を通じ、
会員数の増加や就業機会の確保に取り組んでいます。
【シルバー人材センターを利用しませんか】
　事業所や家庭での様々な仕事を引き受けています。気軽に相談してください。
≪空き家管理≫放置した空き家が管理不全になることを防止します。基本プラン
は、空き家の現状確認（建物の外観・敷地内の状況確認）、写真撮影、報告書作成です。
【働く仲間を募集】
　市内に住んでいて、働く意欲がある60歳以上の健康な人であれば、だれでも登
録できます。主な仕事内容は、植木のせん定、除草、植木の水やり、網戸・障子
の張り替え、屋内外清掃、事業所手伝い、家事援助、包装・こん包、ちらし配布、
あて名書き、施設管理、空き家管理、一般事務などです。
問い合わせ　シルバー人材センター☎366-2277

いきいき百歳体操

動画を公開中♪
スマートフォンで
二次元コードから
確認できます

　動画を見ながら「いきいき
百歳体操」にチャレンジして
みませんか

まずは自宅で


